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■論文要旨■

相模鉄道の沿線の駅売店の営業は相鉄共済組合が取り扱っている．

現行の駅売店システムは１９７９年に構築し，抜本的にシステムの変更を行わなかっ

たため，起票，集計後にデータを入力するバッチシステムであり，現状に合わない部

分が多くなってきた．

また，商品の在庫量の把握や注文はベテラン販売員の「感」に頼る次第で，過不足金

への対処，決算数字の算出に相当の日数を要している．

このような問題に対し，

�ハンディターミナルの導入による起票，転記，集計等の手作業を大幅に削減．

�循環棚卸システムの構築により，商品の注文の廃止（無発注システム），自動配送

化が可能となり，それに伴う商品在庫の適正化．

�駅売店と配送センタ，本社間をオンライン化させることにより，棚卸数字の相違の

対処，決算数字の算出の短縮．

という改善策を立案した．

したがって，販売員，配送センタ，本社事務の作業が大幅に軽減化されると同時にド

キュメントの整理，統合が可能となる．

スーパ，コンビニのようにＰＯＳの使用が駅売店では不可能なため，近郊の同業他社

は『駅売店システム』の取り組みに悩んでいるが，相鉄共済組合は駅売店，配送セン

タ，本社間をオンラインで結ぶ駅売店の「総合システム化」の確立を目指している．
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１．はじめに

相鉄共済組合は組合員とその家族の相互扶助を目的とし，１９４７年６月に相模鉄道咜

を母体として設立され，現在では加入会社が３７社，組合員数約７，２００名を対象とし

て，福利厚生事業を運営している．

福利厚生事業の主な内容は社内預金，貸付金，団体生命及び損害保険の取り扱い，健康保

険の医療金自動払い，各種年金システム，各種贈与金及びこれらに係わる業務の取り扱い

を行っている．

また，上記の他に当組合は死亡退職者の配偶者、傷病退職者及び定年退職者を救済する

ため福利厚生事業の増進の一貫として，相鉄線各駅構内の売店営業事業を行っている．

２．駅売店の概要

相鉄線の各駅の構内売店として直営売店３０店，委託売店４０店の計７０売店と各駅コ

インロッカの運営管理を行っている．

販売業務を行う売店，売店への商品を配送する配送センタ，本社の３部門で構成されてい

る．

３． 問題点について

現在の駅売店システムは１９７９年に構築後，抜本的なシステム変更を行わなかったた

め，手作業の多いバッチシステムであり，現状にそぐわないシステムで以下の問題があっ

た．

�手書き伝票が多過ぎる

直納品（朝刊，夕刊，週刊誌，雑誌，ドリンク，カード類）の各々の集計用紙にて納品

数，返品数を日々記入，集計作業が多い．

また，月末の棚卸数字を集計，各アイテムへ転記等が手作業のため，大量な時間を要す

る．

�棚卸（毎月末）から決算（月次，中間・期末）数字の算出までバッチシステムのため，

時間を要する．

�商品コードの桁不足

現行の商品マスタにおける商品コードは４桁にて処理をしていたが，商品群２桁，連番

２桁では５００品目の管理ができず，常に同じコードを使わざるを得ないので，売れ筋

の把握，前年比較ができない状態であった．

また，システムの関係上，商品コードを委託売店の歩率用のコードとしているため，シ

ステムの機能に生きづまりが生じた．

�駅売店，配送センタの在庫量が適正在庫でない

販売員は次の配送日までの売り数を経験による「感」で商品の注文をしているため，適

正な注文とはいえない．

�商品マスタ，在庫マスタのファイルを二重で管理しているため無駄が多い
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商品マスタ，在庫マスタは新商品，廃止商品対応のため，当月計算用，翌月計算用を別

々に管理をしなければならず，二重で管理しているためシステム資源などの無駄が多い

．

�各ファイルの金額欄が桁不足

臨時売店，委託売店の売上げ欄（入金欄 ）が２０年前のシステムのため，桁不足で金額

が入らない．

�日本語化への対応が遅れている

商品名，仕入業者名等，付随するドキュメント関係に日本語化への対応が遅れているた

め，対応しなければならない．

４．解決策について

４．１ 設備の整備と機器の導入

現在の売店数，配送センタ，本社間のオンライン化と送受信量を分析し，下記の設備の

整備と機器を導入した．

�ハンディターミナル（ＴｅａｍＰａｄ７２００ × ４１台）の導入

（駅売店用３８台，配送センタ３台で入金，棚卸，メッセージの送受信用）

�ＰＨＳ（ＤＤＩ ＰＨＳ ＤＡＴＡ ＬＩＮＫ ＣＡＲＤ × １５）の導入

（駅売店から電話回線にて本社への送信用）

�富士通端末機（ＦＭＶー６４５０Ｄ × ２台）の導入

（駅売店，配送センタからの情報サ－バ用）

�富士通端末機（ＦＭＶー６４５０Ｄ × ２台）の導入

（駅売店システムのクライアント用）

�公衆電話回線（２本）とＩＮＳネット６４の導入

（駅売店，配送センタからの受信用）

他、ページプリンタ（ＸＬ５７１０ × ２台），タッチスキャナ（ＦＨＴＴＳ５０１

× ４１台），モデム接続ケーブル（ＦＨＴＣＢ５１２）を既設の電話用として導入

し，設備の整備，機器の導入を行う．

設備の整備，機器の導入を図１に示す．
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図１ 設備の整備，機器の導入図

４．２ 手書き伝票のコンピュータ化

駅売店ではＰＯＳシステム（販売時点情報管理）の導入が不可能なため，商品のＪＡＮ

コードをハンディターミナルでスキャンし，棚卸，出庫票，納品伝票，返品伝票処理を行

う．

ＪＡＮコードのない雑貨類（傘，ドリンク類，ハンカチ，バスカード等）は独自のスキャ

ンシート（会社独自に設定し，商品コードを組みこんだ表）にて処理をする．
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したがって，同一売店，同一アイテム商品は機械的に処理され，従来の手作業による集計

，転記作業が大幅に削減され，商品在庫が簡単に把握できるようになった．

４．３ 循環棚卸の実施

４．３．１ 経緯

売店への商品納入は販売員の経験による注文により行われており，売店の適正在庫，配

送センタの適正在庫を考慮した場合，大きな無駄が生じていた．

過去に定量配送システム（販売数量の３カ月分の平均数 ）を試行したが，季節，気候条件

に大きく左右され，大きな誤差が生じ，このシステムを採用できなかった．

４．３．２ 循環棚卸の実施

商品の注文の廃止（無発注システム），自動配送と在庫の適正化を考慮すると定期的

（循環）に棚卸をし，在庫管理をする．

したがって，販売員の作業量の負荷を最小限に抑え，下記の手順で循環棚卸を実施するこ

ととした．

�駅売店の棚卸はバックヤードのみを対象とし，陳列棚の商品は対象外とする．

また，検品はボール，ケースの単位で数える．

�実施棚卸品目は菓子，菓子以外 （タバコ，雑貨等）の二分割とし，１週につき各々２回

（２日）交互に実施する．

また，商品の定期配送が当日の場合は配送の直前に循環棚卸を実施する．

�上記の�，�の指示は「循環棚卸監視画面」にて指示，実施する．

�上記の�，�により循環棚卸のデータはＩＮＳネット６４を利用し，本社のＦＭＶ３Ｄ

Ｘ１０１ （サーバ）に送信する．

�循環棚卸はハンディターミナル （ＴｅａｍＰａｄ７２００）でＪＡＮコードをスキャン

するが，ＪＡＮコードのない商品は備えつけの「スキャンシートー覧表」にて対応する

．

（主なスキャンシート ）

ａ・雑貨類スキャンシート

ｂ・化粧品スキャンシート

ｃ・ドリンク類スキャンシート

ｄ・カ－ド類スキャンシート

�循環棚卸の対象外品目について（仕入業者が販売数管理を行い，直接納入のため ）

ａ．ドリンク類（牛乳類，缶コーヒ類，清涼飲料等 ）

ｂ．雑誌類

ｃ．新聞 （朝刊，夕刊，スポーツ，レジャー類 ）

�「循環棚卸監視画面」について

「循環棚卸監視画面」を図２に示す．
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【循環棚卸監視画面】

売店 1040 天王町 ＪＡＮコード 4912345678900

商品 4508005 グリコマカナッツチョコ ボール 12 個入り

売価 230

原価 200

前 月 残 当月納品累計 当月返品累計 現 在 庫 単 位

60 312 0 120 バラ

5 26 0 10 ボール

【実施棚卸】

NO 棚卸年月日 棚卸バラ数 （ボール） 経過日数 日平均売り数

1 1999．04．02 72 6 2 24 Ａ

2 1999．04．04 24 2 2 24 Ｂ

3 1999．04．06 84 7 2 18 Ｃ

4 1999．04．08 72 6 2 30 Ｄ

5 1999．04．10 120 10 2 30 Ｅ

【機械棚卸】

次回配送日数 Ｆ 日平均売個数 Ｇ 確定バラ数 ボール Ｈ

3 25．2 84 7

【次回配送予定】 過去５回の１日平均売り数

配送年月日 1999．04．14 数量 （ボール） 7

変更依頼の時ここを修正

図２ 循環棚卸監視画面
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�「配送指示画面」について

上記の図２の結果により配送数量が確定し，したがって，「配送指示画面」にて配送の

指示をする．

「配送指示画面」は下記の図３に示す．

【倉庫配送指示画面】

配送区分 （１：上り，２：下り，１：新線 ） １９９９年４月分

日 月 火 水 木 金 土

１

＊ ＊

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

Ａ 配送 Ｂ 菓子 Ｃその他 Ａ 配送 Ｂ 菓子

＊ ＊

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

Ｃその他 Ａ 配送 Ｂ 菓子 Ｃその他 Ａ 配送

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

Ｂ 菓子 Ｃその他 Ａ 配送 Ｂ 菓子 Ｃその他

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

Ａ 配送 Ｂ 菓子 Ｃその他 Ａ 配送 Ｂ 菓子

Ａ：配送

３０ ３１ Ｂ：菓子棚卸

Ｃその他 Ｃ：その他棚卸

＊印は配送の計算済マ－ク

図３ 配送指示画面
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４．４． 商品マスタの拡張

４．４．１ 商品コードの整理，拡張

�４桁から８桁に変更．

図４に示すように多角的なニーズに耐えられるよう商品コードの整理，桁数を４桁から

８桁に変更した．

現行の商品コード

→ 連番及び委託売店の時は歩率と

� して使用．

→ 商品群コード

新商品コード

→ 連番

→ 商品種別コード

→ 商品群コード

図４ 商品コードの変換

�新商品コードの拡張により，商品群コードは菓子，タバコ，雑貨，飲料，新聞，カード

，電話，弁当，おにぎり，シウマイ等に分別し，商品種別コードは各々の商品群コード

を詳細化して売上動向，季節動向，前年比較を容易とした．

４．４．２ 日本語化への対応

商品マスタの拡張により，商品名のカナ文字から日本語化，仕入業者名の登録，商品

コードの拡張により，各種の出力帳票を見やすくした．

４．４．３ ＪＡＮコードと商品コードとの連携

商品コードの拡張に伴い，ＪＡＮコードのない商品 （直納商品、雑貨類）は商品コー

ドをＪＡＮコードに取り組み自社用に設定，対応する．
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ＪＡＮコードへの取り組み方は次のとおり．

ＪＡＮコード ２ ０ ０ ０ ０

（ １３桁 ）

→ 固定値 → 商品コード → 固定値

また，商品のＪＡＮコードを商品マスタにバラ，ボール，ケース単位に登録し，ハンデ

ィターミナルで単位別にスキャンし，棚卸（循環，月次 ）の効率を図ることができた．

４．５． 直納品扱いの効率化

�朝刊，夕刊については納入時には検品を行い，相違のときのみ「朝刊・返品スキャンシ

ート」及び「夕刊・返品スキャンシート」にてスキャンし，対象となる納品データは仕

入業者より電話回線にてデータが電送される．

したがって，各新聞の納品に関する情報は転記，集計作業が削減される．

�雑誌類に関しては仕入業者のＪＡＮコードを商品マスタに登録し，週刊誌，月刊誌，増

刊，特別号等に仕分けすることで，パターンでそれぞれの分類を分別することが可能に

なった．

�ドリンク類，ハンカチ，赤電話，化粧品等細かな直納品が有るが，すべて対象となる直

納品は「××スキャンシート」を作成し，転記，集計作業を削減した．

５．効果

５．１ 循環棚卸のメリット

�現在，月１回 （月末）の棚卸により，商品の売れ筋動向を把握したが，循環棚卸は１週

に４回の棚卸により，適正在庫の管理と即近時の商品の売れ筋動向が把握できる．

�売店からの注文は「商品注文書」にて配送を実施しているが，循環棚卸の実施で「商品

注文書」が廃止できた．

したがって，全売店の販売員の注文作業（主に残業で対処 ）がなくなり，コンピュータ

から出力される「配送予定表」のみチェックすれば良いこととなる．

注文作業による時間外の削減効果として

（８回／月 × ２人 × 時間外手当） × ３０売店 が削減される．

※ 上記の （８回／月）は一回当たり２時間で計算する．

�循環棚卸による在庫管理で，商品の売れ筋動向が即時に把握できるので，売れない商品

の”入れ換え”がスムーズに行える．

�配送センタの過剰在庫をなくし，直営３０売店の商品を適正在庫化させることで，無駄

な在庫の削減に寄与した．

５．２ 電送システムの導入
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�既設の電話によるオンライン化２１売店，ＰＨＳ導入によるオンライン化１３売店によ

り，入金日報出力が即日可能となり，売上情報の早期化 （現在は３日後）や循環棚卸，

月次棚卸による販売数量の即時把握で過不足金の対応が可能となる．

�懸念されたＰＨＳ（ＤＤＩ ＰＨＳ ＤＡＴＡ ＬＩＮＫ ＣＡＲＤ）の通信状況も問

題はなかった．

５．３ 商品コードの拡張による効果

�商品コード４桁から８桁の変更により，過去（前月，前年 ）の対比が可能になった．

（過去は商品コードを再利用していたため不可能であった ）

�商品群、商品種別をコード化したため，統計の分析が容易となり，管理資料が充実さ

れた．

５．４ 手書伝票，転記作業の大幅な削減

�販売員の「商品注文書」への記入 （商品名，数量）を廃止した．

�「月次棚卸表」への入庫，返品，棚卸欄への個数の転記、集計作業を廃止した．

� 単行本は個別にマスタに登録できないため，集計表により単価単位で入庫，返品を

記入していたが，スキャンシートで対応した．

５．５ 月次作業の改善

過去，月末の棚卸により「月次棚卸表」を作成する際，販売員は商品の「入庫欄」が最

大８カ所，「返品欄」が２カ所，「棚卸欄」が５カ所に記入されているため（扱い売店に

より異なる），各アイテム単位に集計する作業と，直納品のドリンク類，雑誌，新聞等の

別の帳票からの転記作業が機械化により廃止，改善されたことは非常に効果的である．

全売店の「月次棚卸表」は約１２，０００アイテム数あり，上記の手作業後に外注による

データのパンチ後，計算をするため，決算数字を出力するのに約１カ月を要していたが，

今回のシステム改善により，約７日に短縮された．

６．将来の展望と今後の課題

今回の「駅売店システム」の構築では直納品扱いが，仕入業者とのＥＤＩが完全にでき

ず，今後はパソコン通信か電話回線による整備が必要である．

また，販売員の出退勤管理をハンディターミナルより入力し，給与計算及び勤怠管理を

行うステムの構築と財務会計システムへの連携を課題としている．

７．おわりに

駅売店システムの構築は相鉄共済組合として永年の懸案事項であり，システム担当とし

て１０数年要望し続けてきたシステムである．
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しかし，駅構内の禁煙化，タバコの値上がりによる収益の減少，駅改良工事に伴う売店

の移転費，景気の停滞と販売員の人件費の問題等で決裁が取れなかったが，その間，シス

テム担当として各帳票のＯＣＲ化，ハンディターミナル仕様でのＲＡＭカード化，３カ月

売り上げ実績の「定量配送システム」等をシミュレーションしてきた．

１９９８年１０月に富士通ＧＲＡＮＰＯＷＥＲ６０００の導入とパソコンによる社内Ｌ

ＡＮを整備し，駅売店システムの構築化に着手することができた．

今回の駅売店システムの構築にあたり，ハンディターミナル（富士通ＴｅａｍＰａｄ７

２００）のテストも富士通咜殿のご協力をいただき完了した．

今後は販売員の指導と２０００年４月の本稼働を目指していく．
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